
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Integrated Arts and Sciences〉 Civil and Environmental Studies (Public Policy Studies) [⇒Japanese]

経済法 I 2 units (selection) 2nd-year(1st semester, intensive)

Katsuyuki Izumi · Professor / Department of Civil and Environmental Studies, Katsuyuki Uehara ·Associate Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 企業や個人，国家等の経済活動に関する基本的ルールが経済法である．
中でも，国の競争政策や技術政策，産業政策などの実現を直接的に規律する法
律が主たる対象となる．本講義ではこうした経済法の概観を行うことで，そ
の基本的原理，あるいは現代における重要性を説く．細かな条文の解釈や学
説，判例を追うだけでなく，具体的事例を出来るだけ紹介したい．

Outline〉 独占禁止法の基本的理解
Keyword〉 経済法, 独占禁止法
Relational Lecture〉 “経済法 I”(0.5), “民法 I”(0.5), “商法 I”(0.5)

Goal〉 1◯独占禁止法の今日的意義の理解，2◯独占禁止法の基本的理解，3◯リーガ
ルマインドの養成

Schedule〉
1.経済法 Iでは経済法の中心である独占禁止法 (以下，「独禁法」)にスポット
を当て，16回の授業を行う．独禁法は，「公正かつ自由な競争」を目的とし
ており，資本主義経済社会において重要な役割を果たす市場に関する基本
的ルールを定めている法律である．授業では以下のような内容を持つ独禁
法を概説する．また，現在，特に議論されている分野の紹介などもリアル
タイムで行う．

2. 1)独禁法の目的
3. 2)不当な取引制限 (カルテル)
4. 3)不公正取引方法 (再販売価格の拘束，抱き合わせ，ボイコット等)
5. 4)集中規制
6.イ)一般集中規制 (持株会社，企業集団等)
7.ロ)市場集中規制 (私的独占，合併等の企業結合等)
8. 5)独禁法の実現手段
9. 6)公正取引委員会の役割

Evaluation Criteria〉 期末試験を中心に，授業メモ (ミニレポート)，小テスト，
質問の有無等を考慮し評価を行う．

Re-evaluation〉 行わない．
Textbook〉 教科書として，根岸哲 ·杉浦市郎編『経済法』(法律文化社)を用いる．
その他の参考書 ·資料等については随時紹介する．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218550
Contact〉

⇒ Izumi (+81-88-656-7184, izumi@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
前期:水曜13時から14時)

⇒ Uehara (+81-88-656-7173, uehara@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail
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